
北
街
道
と
峠
道
|
倉
真
地
区
を
中

ωに
l

村

松

圏

義

「
倉
真
村
は
、
古
同
萩
川
の
上
に
し
て
、
日
根
の
上
の
郷
中
、
山
聞
の
村

落
最
も
深
く
入
る
も
の
な
り
、
倉
真
と
は
倉
間
と
言
う
な
り
:
・
:
:
:
。
倉

と
は
暗
き
義
に
や
、
都
で
両
山
の
聞
に
よ
り
た
る
地
形
を
き
し
て
言
え
り

:
:
。
倉
真
村
は
全
く
渓
聞
の
村
落
と
い
え
ど
も
、
其
境
や
や
広
く
、

上
下
二
組
と
な
れ
り
。
』
と
掛
川
誌
稿
に
記
さ
れ
て
い
る
。

倉
真
川
に
沿

っ
た
袋
状
の
谷
で
あ
り
、
そ
の
各
所
に
集
落
が
点
在
す
る
。

こ
の
谷
は
、
近
世
以
前
に
お
い
て
は
東
海
道
の
北
街
道
(
裏
街
道
)
と
し

て
人
の
住
来
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
口
倉
真
地
区
の
北
掛
道
の
経
路
を

辿
り
、
谷
の
各
集
落
よ
り
峠
越
え
の
道
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

一
、
北
街
道
の
周
辺

北
海
道
は
、
東
海
道
に
対
す
る
裏
街
道
と
し
て
の
役
割
を
し
、

も
そ
の
道
す
じ
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。

桜
木
か
ら
西
郷
に
入
り
、
五
明
か
ら
石
ヶ
谷
、
滝
ノ
谷
と
山
麓
に
沿
っ

て
北
上
す
る
。
長
間
の
谷
に
入
り
、
前
の
谷
か
ら
お
じ
よ
ろ
坂
を
越
え
、

倉
真
の
里
在
家
に
出
る
。
里
在
家
か
ら
金
井
場
を
通
り
、
出
合
橋
か
ら
大

宮
の
前
を
通
り
、
貝
島
よ
り
秋
葉
山
の
洞
の
前
か
ら
佐
野
原
へ
と
上
る
。

佐
野
原
は
、
当
時
の
村
中
の
ま
ぐ
さ
刈
場
で
あ
っ
た
。
尾
根
づ
た
い
に
粟

ケ
岳
西
麓
の
榎
の
辻
と
呼
ば
れ
る
辻
で
、
松
葉
か
ら
の
道
を
合
わ
せ
て
南

麓
に
ま
わ
り
、
東
山
地
区
を
通
っ
て
、
五
和
地
区
の
安
田
に
至
る
。
そ
し

て
、
大
代
川
の
谷
へ
下
る
。
志
戸
呂
よ
り
大
井
川
を
わ
た
り
、
島
田
の
相

賀
へ
と
東
進
し
て
い
く
街
道
で
あ
る
。

今
で
こ
そ
通
る
人
の
な
い
山
道
で
あ
り
、
里
道
で
あ
る
が
、
当
時
は
重

要
な
交
通
路
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
街
道
す
じ
に
沿
っ
て
残
る
城
砦
祉

現
在
で

の
数
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

十
五
世
紀
後
半
に
、
美
人
ゲ
谷
城
、
滝
ノ
谷
城
、
倉
真
城
、
松
葉
城
、

が
相
つ
い
で
創
築
さ
れ
、
そ
の
他
、
こ
の
街
道
に
は
、
東
に
五
和
の
八
講

山
砦
や
横
岡
城
、
士
山
戸
呂
城
、
西
に
構
江
の
平
塚
砦
、
本
郷
の
本
郷
城
、

高
藤
誠
な
ど
が
あ
る
。
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二
、
峠
越
え
の
交
通
路

地
形
的
に
、
粟
ケ
岳
を
中
心
に
三
方
を
山
に
関
さ
れ
た
こ
の
地
域
の
住

民
は
、
周
辺
地
域
と
の
往
来
は
徒
歩
に
よ
る
山
越
え
の
道
し
か
な
か
っ
た
。

現
在
は
、
あ
ま
り
利
用
さ
れ
て
い
な
い
峠
道
も
当
時
と
し
て
は
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
北
街
道
を
は
さ
ん
で
両
側
の
山
越
え

の
道
は
、
現
在
で
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
次
に
踏
査
し
た
概
要
を
記

す。



付
、
里
在
家
||
長
間
前
ノ
谷
口

こ
の
道
は
、
北
街
道
の
本
道
で
あ
る
。
世
楽
院
の
裏
山
を
通
る
。
道
巾

も
広
く
、
上
西
郷
山
間
部
と
の
交
通
の
重
要
な
峠
で
あ
る
。

。
、
戸
沢
l
l
大
沢
l
l
丹
問
。

金
井
場
か
ら
戸
沢
川
に
沿
っ
て
北
上
す
る
山
道
で
あ
る
。
最
奥
部
の
大

沢
部
落
か
ら
村
境
の
尾
根
に
上
る
。
尾
根
道
を
た
ど
り
、
丹
問
、
東
道
、

庄
司
へ
と
通
じ
て
い
る
。
こ
の
丹
間
道
は
、
原
野
谷
川
を
さ
か
上
り
、
大

代
へ
ぬ
け
る
間
道
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
。

同
日
、
真
砂
||
奥
山
川
西
沢
|

|
東
道
・
庄
司
。

真
砂
百
観
音
の
す
そ
を
奥
山
川
に
沿
っ
て
、
通
称

「
く
つ
ぬ
ぎ
坂
」
を

の
ぼ
り
、
猪
淵
の
上
を
通
っ
て
西
沢
よ
り
峠
に
出
て
、
東
道
・
庄
司
方
面

に
下
る
。

倒
、
真
砂
|
|
松
葉
牛
の
下
|

|
庄
司
。

現
在
の
県
道
二
六
七
号
線
(
赤
根
・
金
谷
線
)
と
ほ
ぼ
同
じ
経
路
で
あ

る
。
真
砂
よ
り
松
葉
ト
ン
ネ
ル
の
上
を
越
え
、
松
葉
城
跡
の
あ
る
山
す
そ

に
出
る
。
こ
の
あ
た
り
に
は
、
切
り
割
り
の
旧
道
が
跡
を
と
ど
め
、
施
餓

鬼
坂
と
呼
ば
れ
る
地
名
も
残
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
川
に
沿
っ
て
前
後
、
牛

の
下
と
過
ぎ
峠
に
出
る
。
尾
根
に
牛
石
の
名
石
が
現
存
す
る
。
峠
か
ら
北

に
下
る
と
庄
司
の
部
落
へ
と
出
る
。

伺
、
貝
ケ
島
|

|
佐
野
原
|

|
榎
の
辻
|

|
東
山
|

|
安
田
。

こ
の
道
は
、
北
街
道
の
本
道
で
あ
る
。
途
中
、
西
か
ら
く
る
青
田
、
西

山
、
柳
沢
の
道
を
合
わ
せ
、
さ
ら
に
北
か
ら
の
ぼ
っ
て
く
る
真
砂
、
松
葉

の
道
を
榎
の
辻
で
合
わ
せ
て
東
進
す
る
尾
根
道
で
、
東
山
・
安
田
そ
し
て

大
代
へ
と
続
い
て
い
る
。
榎
の
辻
に
は
現
在
も
榎
の
木
が
植
え
ら
れ
て
お

り
、
当
時
の
お
も
か
げ
を
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

刷
、
谷
川

l
i
青
田
|

|
初
馬
。

現
在
の
自
動
車
道
の
東
の
山
中
に
旧
道
が
あ
り
、
戦
前
ま
で
は
、
徒
歩

で
の
往
来
が
可
能
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
や
ぶ
に
お
お
わ
れ
て
い
る
。

伸
、
谷
川
|

|
天
神
山
|

|
殿
ヶ
谷
1

1

水
垂
。

当
時
、
掛
川
域
下
へ
通
じ
る
道
と
し
て
は
、
最
短
距
離
で
あ
り
地
域
の

特
産
物
の
搬
路
と
し
て
も
重
要
で
あ
り
、

考
え
ら
れ
る
。

ω、
乙
星
l

1
岡
田
山
1

1
湯
治
ヶ
谷
口

乙
星
か
ら
岡
田
山
の
東
側
を
越
す
道
で
あ
る
が
、

通
行
不
能
で
あ
る
。

刷
、
牛
丸
|
|
構
江
。

岡
田
山
牧
場
か
ら
西
進
し
、

る。

人
の
往
来
も
は
げ
し
か
っ
た
と

今
は
通
る
人
も
な
く

池
の
横
を
通
り
、

構
江
に
出
る
山
道
で
あ

そ
の
他
、
当
時
の
道
路
と
し
て
確
認
で
き
る
も
の
は
、
金
井
場
よ
り
北

街
道
と
分
か
れ
、
倉
真
川
東
南
側
の
山
麓
を
南
下
し
、
天
神
山
の
峠
へ
と

続
く
道
で
あ
る
。
金
井
場
の
十
字
路
か
ら
山
へ
の
ぼ
り
、
諏
訪
池
の
横
を

通
り
、
現
倉
真
幼
稚
園
の
東
か
ら
観
音
山
の
下
に
至
る
。
さ
ら
に
、
柳
沢

の
集
落
の
中
を
め
ぐ
り
、
水
車
の
一
異
に
出
て
、
再
び
県
道
南
に
ま
わ

っ
て

谷
川
大
島
か
ら
、
天
神
山
へ
と
続
く
道
で
あ
る
。

ま
た
、
倉
真
川
の
西
北
岸
を
里
在
家
か
ら
山
崎
、
大
和
田
前
、
源
作
と

続
く
根
方
道
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
道
の
各
所
に
、
神
嗣
仏
堂
が
安
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も

古
い
こ
と
が
わ
か
る
。
掛
川
誌
稿
に
も
「
村
中
各
所
に
神
桐
仏
堂
の
ご
と

き
も
所
に
随
い
て
お
び
た
だ
し
:
:
:
。
」
と
記
さ
れ
、
当
時
か
ら
往
来
す

る
人
々
の
安
全
を
守
護
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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三
、
江
戸
時
代
の
通
婚
圏

当
時
の
峠
道
の
利
用
の
実
証
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
倉
真
地
域
と
周
辺
集

落
と
の
通
婚
圏
(
親
戚
関
係
)
を
ア
ン
ケ

ー
ト

に
よ

っ
て
調
査
し
て
み
た
。

サ
ン
プ
ル
が
少
な
く
充
分
で
は
な
い
が
、
峠
道
を
利
用
し
た
交
流
の
特
徴

を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

。
江
戸
時
代
の
親
戚
は
ど
こ
に
あ
っ
た
か

(十
六
事
例
)

0

西

郷

地

区

|
|
滝
ノ
谷
川
w
、
美
人
ヶ
谷

ω、
長
問
、
石
畑
、

構
江
、



方
の
橋

o
原

泉

地

区

1

1

字
石

ω、
大
和
田
、
居
尻

o
栗
本
地
区
|
|
水
垂

ω、
初
馬
、
殴
ヶ
谷

o
東

山

地

区

|
|
大
久
保
、
椎
林
、
奥
貝
戸

o
日

坂

地

区
1

1

大
野
、
横
向
、
御
林
、
踏
掛
、

o
東
山
口
地
区
|
|
千
羽

ω、
山
鼻

o
西
山
口
地
区
|
|
成
滝

ω、
安
養
寺

ω、
葛
川

o
原
田
地
区
|
|
田
代
、
宮
ケ
島
、
平
島

o
原

谷

地

区

l
l本
郷

O

桜
木
地
区
|
|
坂
下

ω、

o
五
和
地
区
|
|
大
代

ω、

o
森

町

地

区

1

1
草
ヶ
谷

佐
夜
鹿

遊
家

ω、

庄
司

ω、
山
中
、

神
尾
、

宮
下
、

大
鹿
、

飛
鳥
、

新
池

森
平

(
昭
和
町
・

1
)

こ
の
調
査
結
果
か
ら
考
察
で
き
る
こ
と
は
、
予
想
通
り
北
街
道
に
沿
っ

た
桜
木
、
西
郷
の
北
部
山
間
地
か
ら
、
東
山
、
五
和
を
主
た
る
通
婚
圏
と

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
粟
本
、
西
山
口
地
区
に
多
い
こ
と
は
、

天
神
山
の
峠
が
、
主
要
な
交
通
路
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
他
、
倉
真
か
ら
峠
越
え
の
可
能
な
北
部
山
間
部
の
集
落
と
の
交
流

が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
確
で
あ
る
。

最
近
、
学
校
教
育
の
中
で
地
域
素
材
の
活
用
が
さ
け
ば
れ
学
習
の
中
に

取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
地
域
学
習
は
、
自
分
の
足
で
歩
い
て
地
域
を
知

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
こ
の
調
査
は
、
倉
真
小
の
地
域
学
習
の

一
環
と

し
て
実
践
し
た
野
外
学
習
や
、
ク
ラ
ブ
活
動
で
の
実
地
踏
査
を
も
と
に
ま

と
め
た
も
の
で
あ
り
、
不
備
な
点
の
多
い
こ
と
を
許
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

(

村

松

園

義

)

参
考
資
料
郷

土

誌

「
く
ら
み
」

掛

川

誌

稿

掛
川
の
古
城
祉

-78-

倉真の里の峠道




